
ニホンツキノワグマによる森林の

被害と妨除に関する研究

一一クマハギ被替の実態と樹皮に含まれる

α-pinene!ζ対するクマ類の反応について一一

吉村健次郎・樹チ1: 宏

Black Bear Damage and Control of Damage to the 

Forest Trees 

一-The Existing Status of Bear Damage and the 
Susceptibility of Bears to a-pinene contained 

in the Bark-

Kenjiro YOSHIMURA， Hiroshi FUKUI 

要旨

工，クマハギ被替の災躍についての~・2長
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ニホンツキノワグマによる樹幹剥皮の被擦は樹聴や地域によって大谷な諮逃がある。一般に被

容の大きいのはスギ・ヒノキであり，針誠艇に多く広漉樹の被容は稀である。

地域別にみると，被害の多いのは静|潟県西北部，長野県東南部， I岐阜県中部，京者IIJt子東北部，

紀伊1111也で，山形県，新潟県，広島県などでは稀に被替の報告がある。

クマの年開捕獲数によって推定した111対住鼠密度とクマハ本の被接地・無被替地で，相対主主忠
!密度と被弾との制限j性は認められなかった。

rr，産地別スギ等の樹皮r/=11e合まれる α-pinene
植物に含まれるそノテルペン類，とくに a-pineneが動物の活識に影響する ζとについては

いくつかの報告がある。鍛者らは産地別スギの樹皮に合まれる α-pmeneについて Gass-chro-

matography によって分析奇行なった。

ク:<ハギの被地と銀被替地では， 1珂らかに (99%以上の脊滋控で)被課地の樹皮には紙被替

地のものより α-pincl1cが多く合まれて，樹j文中のC¥'-pil1el1eの経がクマハギぞ誘引する援問

の…っと考えられる。

]1[， a-pil1eneおよび2"'3の物質lζ対するクマ類の反応

剣されているツキノワグマ(京都市況動物|乳|岐阜クマ牧場)およびエゾヒグマ(のぼりベ

つクマ牧場)において， α-pil1eneその他の物質に対するクマの反応を観察した。

J甘いた物質は， α働pinene，α綱pil1el1c十日thanol，ハチミツ，スギ樹液，シクロヘキシミド， ピ

リジン， クマのJJ間的である。

* 京都大学薬学部
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これらの物質を寒天で閤J返し，またウレタンスポンジ， どスケット，パン等lζ強布して，クマ

の入っている織や外踏に吊したり，投入し，採食させて反応告鶴撰した。

反応は幼令のものほど強い皮応号訴した。また α"pine訪日およびスギ樹液l乙対する反応は椛に

に比べ幣lζrt~Êの方が強いj足感15.>5f;した。しかし思遊物質といわれるシクロヘキシ!ごなどの効果は

認められなかった。このような反応は…部のクマにみられただけで，飼育されているクマは食物

に対する袈求皮や11脅好が野控のものと全く異なっていると考えられ，今後の実験と検討が必袈で

ある。

1 .はじめに

ニホンツキノワグマ CSelenm・ctos thibetanus japonicus Sehleqel)による森林の被替は{院に

クマハギといわれる ~tN幹の剥皮による被害が最も多く，一部の地域においては造林水の成林に大

きな際課となっている。しかも 20年ほど前からの奥地林開発と人こじ造・林，そして自然保殺に対す

る思惑から奥地林の放授と動物保護などによって大形動物による森林の被容は増大す刷る傾向にあ

る。クマハギはおif栽後15""20年を経たスギ， ヒノキの趨林地iζ多発し，古林1)はl岐阜県馬淵JIIJ二

流およびその周辺で，伐採・造林の拡大に伴なってクマハギの被器地も拡大していると報告して

いる。由来クマハギの被弾がないと考えられていた北龍・東北地方でも，近年，被擦がみられる

ようになったお，a)。

クマハ4fのj京悶については?きから，山林関係者や猟附の聞はいろいろの税があったが，被器地

と餓被草野地の過を十分納得させるものはない。鍛若手らはクマハギの蹴閣のーっとして樹木，あ

るいは樹皮に合まれる粉油類とその芳容について粒限い各地の，また槌々の樹木の樹皮~:jのモ

ノテルペン獄のi迭を斜べるとともに，樹液や α欄pinene， さらに怠避剤といわれる物質に対する

クマ翻の反応告観察し，クマハギの原闘を解明し， r出除に役立てようと研究を続けている。本報

告にはわが閣にみられるクマハギの現状を般理し，あわせて，樹皮に含まれるモノテルペン類，

特に α"pineneとの関採について翻悲した結果が述べられている。

調査や史i践に当り，額13皆鶴i助営をいただいた，京都大学薬学部， F.EH哨守教授，部広務!宮大
ñ~J主一教授，各地のクマハギ被諮J情報を提供され，分析資料&採取お怒りいただいた静i潟

県林諜誠験場， I詰殿様己氏，山形大学演習林，岩手大学演習林，秋開県，新潟県各林務官15，銀問・

誠山・尾鷲各営林詔ーの職員の方々，林諜・狩猟統計資料をお送り下会った府・県林務部，長野県猟友

会の方々および抑・5起験に創!協力いただいた京都市立動物闘，のぼりべつクマ牧場，般車クマ

牧場，京都大学野強動物研究会，京都大学戸生ìJ:r1瞥林のJ~議員その他の方々に浮くta'jJ礼申し上げる。

1I. 各地のクマハギの被磐状祝

クマハ共ずは彼等水がある程度高令大桂木であること，被鴇1515般が根先行15で，材の偶朽lこより材

似iや利用術館がミ践しく低下し，全問剥皮によって枯死するものも少なくないことなどから，

地では造林郁梁上の大きな問1曜となっている。ヒノキの場合は被摺奇うけても枯死するものが少

なく，外観上自立たないが，スギは枯れおく，枯死水は迷くからも悶立つ(写真… 3)。各地か

らの被の報告と，被簿報告のない地域での鍛者の聞込みなど、によって，被の~ミ践を?諮恕して

みる O

1)京都府

京都府東北部(京都千IJft}5'(IZ.北部~北諮問郡)はくからクマハギの被告が多く仏凡ah京都大
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学〕努!:t演習林では天然強スギの大復水や，市いi密林地の80"-'90%の;立水が大なり小なり被弾ぞう

げている。また近年五ま林地の拡大とともに被惑が;増大し， Jl知商直径20cm以上になると忠木数の60

%以上が被害をうけている造林地も少なくない。

2)紀伊111地

j迅鴬!営林報管内においては近年クマハギの:被容が増えており，スギは E令級， ヒノキは班令

級になると被替が出はじめ，スギnr令級， ヒノキ IV令級が段も被替をうけている 7)。鰻者が19
80年，大杉谷間!有林で観撰したところ，胸硲直接15cmあたりから被議が発生している。この地に

おいて近年被容が隠立つようになったのは， 20年ほど前から拡大造林により，棺殺されたス平や

ヒノキが被容をうける様級lζ述したためでゐろう。また，大杉谷間有林lこは樹令7Mr三lζ述してい

るヒノキの造林地が多く，外観上は大径の焚林i乙見えるが，林内に入るとその多くの個体の根苅

l乙クマハギの被容がみられる。

3)静岡県大井川上流

静i崎県四北部)，大井)11上流から，ヲミ常川の文流銘IIlJII上流にかけては布くからクマハギの被議
が多いと ζろである08)川，10)，11) J誌jZ712}によると，静岡県北部で、もクマハギはその中西部に多く，

J;I訪日の窓土111越では少ないという。大井JlI上流の造林地はヒノキが多く，埼 5のように小関

鍛造林地が天然林の中に点夜ずる形になっている ζとがクマハギの発生を多くしている…つの原

因と恩われる。

4)岐阜・長野県

ζの池域は本州でも最もツキノワグマの位認、鰭皮がi高いとj忍われる地域であるo市林1)による

と岐阜県の馬瀬川流域のヒノキ林の:誠容は，趨林地が広がるに従って奥山から盟111へ，そして広

箱聞になっている。しかし1981:$に行なった岐阜県官峨郡上京村および益i沼郡小坂町の森林組合，

猟師等によるi苦Hふみの結果では，岐阜東北部ではクマによる綴林の被替はほとんどみられないと
いうことであった。

良野y誌の林業統計 (1975，，-，1977年)によれば，議-11ζ示すように，金践の森林の被害の95%

以上は下伊那地区で発住し，他地誌のクマによる:被惑は操作物lζ|眠られている。下伊那地区の東

よド 皮

50 

51 

52 

.-司..

袋…1 長野県におけるツキノワグ?による被議

Table. 1. Bear damagc il1 Nagano Pref. 

.-有司' ，--

7Iìi{i'~ hCl 金綴千円 商務i

20，753 175 1，100 3，637 

34，522 101 1，050 3，961 

22，912 32 5，450 2，139 

良野瓜林業統計(1975-1977年)による。

被議の割合必
h日

95.4 

97.5 

98.5 

部，赤石山JM~の森林は1時間肢のクマハギ被号室地と鱗接している ζ と会考えると，問者は陪ーの森

林帯とみなしてよいであろう。長野県中北部の森林では被鴇はil怒微で， 1982:1:ドの飯山営林鴇管内
でのl締込みではクマハギはみられないということであった。

5 )中間・四i型地方
この地域ではクマハギの被害は少なく， 11寺たま報告される程度である 13)，14)。しかし中間地方で

もツキノワグマの生風間皮(年間補強数)の商いぬ根県飯お郡吉開村での聞込み(1981年)で
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はクマハギはたことはないとのことであった。にの地方でクマハギの容が少ないのはクマの生

息限度がとくに小さいためと考えられる。

6 )東北・ ~tl器地方

東北・北陸・関東北部の各y誌の資料によると，クマハギの被容はほとんどなく，林業上の問題

にはなっていない。しかし1978年に新潟県北部でクマハギの発投が報告され 2)，15)楠田2)は長年

の林業経験のなかでも珍らしいことだと述べている O 山;rr~熱からも被諜報告のがあるが，これも

!諮j済的，一時的な倒のようでイむにはほとんど被認の発生は聞かれず，山形大学若葉腎林(山形県田

JI昨日)，岩手大学淡習林(岩手段岩手郡)， ;fJ(1f1県田沢湖周辺での訴125・l瑚込みの結果でもクマ

ハギの被5警はみられなかった。

以上のようにクマハギの間常的な発強は東海地方，近議地方;乙集中していて， :Itl~~ ・ i令部地方

以:!じではJ読めて稀である。
クマハギの発生原簡のーっとしてクマの生息密度のJ前大が考えられる。クマ蕗iの生温数の推定
は現在のと ζろ年間閣議数をもとに苦1・弊する以外に方法がないので，各県の年間捕獲数 (1968....... 

1977年)をその叉然林商獄で翻ったもの告を相対生j鼠密度として表…2r乙訴したが，被容の発生と

相対生息惚皮は必ずしもー激しない。またよ述のように長野践の例恐みても被容の裂が明らかな

ので，地留保の相対強底鰭皮ぞ表-3rこ訴したが，狭いよ出i去を単位としても被容と相対住鼠鰐成

とはあまり関係がなさそうで， ζの生息衝j変だけではクマハギ被軒高計説明することはできない。

府

予f
秋
.41A1 4 

1I1 

務;

'id 
初-

iti: 
新

1ii 

おi

有印

11! 

主義 被

(A) 

県 主ド 問

jm波数

線 59 

E日 119 

手 122 

形 135 

lfia 170 

;腕2 34 

ホ: 46 

AQ 102 

潟 133 

IJ， 104 
.)11 55 

:.11: 168 

努2 61 

表-2 ツ今ノワグ?の相対主主~\綴j克 ('68~'77"日

Table. 2. Relativc density of black bears 

主祭 ま出 被

(B) (A) 

天然林 A/B がf 』然 年 間

部11!Tha 的波数

390 0.15 1官} 附 34 

461 0.26 ;災 息子 252 

709 0.17 紋 主手 330 

471 0.29 ?必: てがea 44 

623 0.27 … Z震 8 

321 0.11 京 籾 62 

207 0.22 奈 Ji!. 23 

223 0.46 和歌山 13 

562 0.24 E占 j災 28 

179 0.58 

189 0.29 

198 0.85 

215 0.28 

鳥獣00係統計(環境庁)および各県の林梁統計による。

公…2の分散分析茨

tM 主砲

(B) 

天然林 A/B 

船積ごfha

188 0.18 

575 0.44 

507 0.65 

131 0.34 

139 0.06 

227 0.27 

118 0.19 

143 0.09 

341 0.08 

分 f孜比

1.042 
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表…3 長野P誌におけるツキノワグマの相対生滋予言、皮
rrable. 3. R思lativ日dcnsity of black bears in 

districts of Nagano Pref. 

*，ぷ

fUi 1:8: ，，+. II~J 11!J j主主説λ 天然林百五秘 相対生jよ!、!密度
A B 

'71........'80 千11<1 A/B 

I判 4主 久 10 17 0.59 

ゴb 佑 久 10 12 0.83 

』ヒ 19 17 1.12 

翻 iiJJ 81 18 0.44 

上 {!Jf ~Jg 3 29 0.45 

下 {Jr Jjji 32 72 0.44 

オド i汚l 31 32 0.97 

松 1.J.t 12 26 0.46 
吋i羽4 村7-λ! 縫 19 12 1.57 

二ft 安 縫 28 33 0.85 

均賃 料 3 5 0.60 

Jニ l等 ~I: 4 7 0.57 

1ご i潟 チ1: 14 15 0.93 

1芝 出f 16 30 0.53 

下 水 113 13 16 0.81 

*副長野県猟友会の資料による。

判長野県昭和53年度林業統計・による。

m. 各地のスギおよびヒノキ樹皮の α-pinene

2から表-31とみられるようなツキノワグマの相対生息鰐皮とクマハギの発生との間応部

接関連性はないとの判断から， 2習者らは金十議樹の樹皮中 lこクマハギの誘I~ となる物闘が含まれ，

それは地域や品種によってそ るためではないかと推定した。安江ら山は，地域，

['m1躍によってスギ針躍中のジテルペンの質的変動があったと述べている。 1979年に，芦生産のス

ギ?について 5舟から 7月中旬まで10日停に，また東北地方で採取したスギの鎚皮成分を分析した

ところ，前若手は務から瓦へ α-pineneの滋が増加すること， J史生践のスギは東北地方のスギと比

べ槌皮巾の α-pineneのf設が多いという結果が得られ， この結果からクマハギの鵠協の一つに

α幽pineneなどのよEノテノレペンの殻や躍が関わりがゐりそうだと考えた17)。

樹液lζ対する話h惣の1I，{¥i好の:朗自については，これまでにもいくつかのJ強制や調査が報告されて
いるo'l¥1. A. Radwan18)はアメリカ・ワシントンチ1'1のダグラスファ -:{e主体としたクマハギの原

I~ を探るため，樹液中の1n~磯成分および純摘について分析し，樹filll却では細分の多いJ樹胞に被擦

が多かったが， n司一樹部の波容j:lJ.jと 1í!~被マむの 11\11こは地域の競号訴すようなi励賞は認められなか

ったと述べている O

犬鵡10)らはカラマツのノネズミによる被容のJ1ii悶引鮮明するため，被擦の多い{創刊カラマツと

被鴇の少ない千島カラマツの校を用いて，エゾヤチネズミ， ミカドネズミによる採食設を比較し，

11詩好物質として約ifIl類をj設定し，分;習を行ないノネズミ!こ与えている O その結果，ノネズミのカ

ラマツに対する 11祭主主の役大の張関はカラマツ樹成Fj:1の精油の特有性によるものであり，法的な関

係よりはbレろ摂的なとあり， しかもそれぞれ特有な詩型によって政主主されると述べている。
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また，稲ゴ_20)は信州、!カラマツと カラマツの樹&11:1の給油}}x;分を比較したと ζろ， {創刊カラマ
ツのテルペン劉の主体は α-pincncであって，千品カラマツ樹皮r.1ヰの精油のテノレペン類の中には
α-pincncはお在しなかったと報告している。

α-pinene t乙対する動物の11詩好投や関税jへの効果については近年各方市で研究結果が報告され，

村lJJ121)はマウスに a-pineneを股入させるとその活動が活発イじするといい， 池田ら 22)はマツノマ

ダラカミキリに対する誘引斉uとしての効果を発表している。
主任者らは最初の分析結果や上部の諸報{金から a-pineneがクマハギの諮問として:段も大きな

彩鰐をもっていると磯崎し，各地のスギ・ヒノキをはじめ賠々の総額の樹皮去を;在、集め， Gass-

chroma tographyによって分析安行なっている。

分析資料は途地より送られるものも多く，また入手後ちに分析のための前処理がで、きない;場

合もあるので，保在期間や保裕万?去の違いで給油類，とくに α-pi問問の揮発が紙、;念される。資

炎-4 分析までの処足IIの巡いによる a-pIl1el1e肢の変化

Tahle. '1‘ AlteratIOl1 of世間pIl1eneIl1 the hark hy dryIng mg/lO g 

EE 

111 

士山

形

J采 JfX B 

'80. 10)ヨ

1;吃1l:i1後分，沢

O 

17.4 11.4 

7.6 7.6 

11.4 7.8 

0.13 O 

0.13 1.9 

1.7 2.1 

1.0 2.7 

O 。

{JiIi 海

10日間滋内(r.放i際

京 jl)jl '81. 4月

600Cで21時間乾燥

秋

飯

羽日刊

h
u判

'81. 6)=] 

'81. 6)=] 

料の保容認o間，方法の違いが a-pineneにあたえる路線を綿資した結果が議-4である。入手し
た資料は乾燥しないよう，;1fワ袋に入れて冷蹴乙保揮するのであるが，強平日数放捜，あるい

は乾煉しでも，議-4の一部資料にみられるような α・pinelleが殺干の減少したと考えてこれ

を補正しでも，被密地と無被謀地の;組成中に含まれる a-pinenc滋に悲がある ζとは明らかで

ある(袋一 5)。

分析に用いた材料は下部の所で採取容れたが，無被器地のものは主として現地の岱採に合せて

枠の皮を探取し，新潟県と邦生のものは被鴇木の狼元近くの皮札静i潟県では同一林分のlやで被

と鈍被木の樹幹から採取した。

1) Jnli被諜地

秋EEl県男組711戸賀(国有林)

山形謀問JII郡，山形大学桜溜林

潜手大学演習林

新潟県東部服部上小村 (民有林)

;良型刊誌fiJjlJi'ì~材;:謂管内閲有林

2) 被干~1iUl

長野県飯間営林鴇管内l調布「林
i諮問胤静|苅"f11大井川上流(民有林ヒノキ)



京都府北換IJI!I111 京都大学知生演習林

である。クマハギの報告はみられでも，締少例とわれる新潟県，山形限は11!~被i'1í-J:l!!とした。

分析機器・分析資料の処開法5容は前報17)のとおりでdうる。

被

鐙 1出

京 務i

前t 間

(ヒノキ)

一 立Z
立反 札i

fU!域

彼 iJf :!色
縦絞殺焔

淡… 5 彼簿上告・主!~被!滋地の;樹皮"11の日目pinenc i武 将/lOg

宝'able.5. Comparison ofト pineneson ten t (mg) 

iニf主Z 

採 取日

'79. 5. 26 

6. 8 

6. 8 

6. 16 

7. 7 

'80. 4. 23 
。
。
5. 18 

It 

。
6. 1 

'81. 6. 21 

6. 25 
。
6. 28 

11 

'80. 7. ? 
。

'80. 8. 25 

'80. 6. 17 

資料数

21 

20 

betwecll damagcd and non damaged regions 

i也

a-pincl1e放

17 

15 

20 

22 

48 ::tユtLi 守主

3.6 

8.0 

8.2 

7.0 

10.2 

15.2 f:1< 凶

10.4 

13.1 

6.1 

14.6 

1.7 新 潟

16.5 2反 111 

3.0 

9.0 'IJ胤:.Jf |河

24.8 

4.2 

:ilA-5の分散分析

自 IIl I立

20 

19 

平均

13.2 

1.8 

1ll~ 被 議

11 

'81. 6. 25 

'79. 6. 20 
。
。

'80. 6. 20 
。
。

'80. 6. 24 

イP

'81. 7. 8 

11 

7. 24 

'80. 7. 23 

'80. 7. 8 

'81. 6.下勾

'80. 7. ? 
。

分散

105.25 

8.87 

fU! 

11. 2 

O 

2.9 

O 

O 

1.4 

9.0 

1.0 

0.9 

0.8 

1.2 

0.6 

0.8 

2.6 

O 

O 

O 

1.0 

分散比

11.9 

7 

分析の結果は表-5のようになる o111形の資料で1例が 11.2mgの仇P耐pil1C附が得られたが，

α-pil1encのま被替地のものと無被持地のもので切らかな宣告がみられ (15杉山、下の険率で有

あり)， 前者はf走者に比べて平均して 7倍喜子こえる α-pil1cncを含んで、いる ζとが分っ

た。また，静岡肢では悶…造林地の伐採木のドI~から被潜水と鍛被寄木告とり出し比較したと ζ ろ

無般桜木iζ比べ被千葉木は多くの (t縛pil1cne ;;r合んでいた。

さらに芦生で探取したスゴド樹皮中の α"がnene絃Jを月JJUr乙 1に示した。{間体や材料によっ

て α-pinene敢にばらつきはあるが 4月から 7YHζ向って (t-pincne ;1廷が増加している。 ζ

のことはクマハギが5月下旬から 7月中旬に発生する事実と関述があると考えられる。
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また， 4，表-5ぞみると 6月には町

α-pinene設の少ない11Ii診のスギも 10尽には邦

生のものはあまり劣らない活栓含有しているも

のがある。クマハギの発生j切である 5......7月に

は，東北地方のスギ樹皮中の α-pinene吋;恐が少

なく，それによってクマハギの被替がないが変

以降になると α-pineneの盤ば被怒地と変らな

m宮l

い程践になるということかも知れない。クマ 30

ハギの部開は小pineneの殺のみでなく，ツ今

ノワグマの的な~t:l盟変化や， 樹液の流動

α欄pineneや他の物質の質的変イちなどにも

I潟3ili性があるということも考えられる。 20 

IV. α-pinene~ζ対するクマ獄

の反応 10 
A 
A 

A 

A 

A 

ま
A 

α-pineneζ対するクマ狐の lヌTC;7j:観察する
ことは非常に臨離で，とくに野外では不可能に

近く， ζζでは主として飽背中のクマ搬につい

ての観娯結果7j:報扮する。

吋--ÁÀ~--'…川一ふーん一一叫--'"一一一一…ムイトー」ー』ー'---'町一
4 5 6 7 υ 月

1，銅脊クホ?による災験

最初は織に入っているクマ恐対象としたの

で，簡接クマが食べても支障のないように諜品

類を~~7'ミで閥定し，多少かじられでもすぐ変形

i頚-1 野忠淡習林のスギ樹皮1ドの銭料lOg中の
α-pinener設(mg)の.FJ変化

Fig. 1. Monthly varIattion ofα-pinene (nゆ
in the bark of cedar (10 g) 
(Ashu， Kyoto Pref.) 

しないよう，その寒天を穴のあいた;肢の関には怠んでj召いた(写真一12)。さらに後にウレタン

スポンジlζ築i拍脅しみこませたものや，そのウレタンを議r1fi占ピンiζ入れて使用した。

災験;ζ用いた誕品類は

α-pinene :市販のもの

o;-pinene と ethanol :の混合液

スギ掛液 :問主!三陸スギの鰐皮より eth記1・iこで抽出

ハチミツ :クマの立科勿といわれている

シクロヘキシミド・ピリジン:動物に対して恐避効果があるといわれている

クマの脂肪:7担当23)はクマの被宿防i伽乙クマの腕が効果があると報告している

で， Controlとして諜品類の処理をしていない，;忠夫，ウレタンスポンジ創刊いた。

(1) 京都市立動物闘における災験

京都市立動物備には出諜後間もなく捕獲された 5 才(1980年当時)の tl~Ê雄のツキノワグマが飼

されている O

tt-pinene，スギIiIfIl皮令それぞれ;忠夫で問主主したものと， Contr叫の9~t:;天守板の間にはさんで，

織の外に吊した。吊した後しばらくはどの較にも関心や訴して，授はみられなかった。次に板に

α-pine註巴を強って，強らないものと共に棋の中に入れたと ζろ，峨よりも批1Eが強い反応を示し

た。またエーテノレで謝波7j:除去したスギの校と，正常な校舎各2木ずつj般の中lζ放り込むと，切

らかに正常な校の方へ強い関心を訴し，とくにlltllれま樹i疫を含む校の形がなくなるまでかみくだい
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てしまった。

(2) のぼりベつクマ牧場における災験

わが悶にはニホンツキノワグマを多数銅脊している所は少なく，エゾヒグマの飼育所は各地に

あって，とくにのぼりべつクマ牧場はその先駆で20数年の躍史があり，餌宵グマの生態や観採に

よる研究も進んでいる。誕って偶体識別ができることが脊利である。コンクリートで閉まれた畑

背;場は 3つに分げられ，当才， 1"'-'2才 3才以とがそれぞれ数十頭ずつ，合計 200顕近くのエゾ

ヒグマが館予まされている。

5足験は1980年 6月と1981作11月に行なった。初年は前記掠剖19JIt.e主主夫iζi誌!定し，次年はウレタ
ンスポンジに議布し， )司牒の上部より 2"'-'3mの拠i絡で、吊し， 反応t.eみた(主主主立-6・7)。 ク
マ牧場のクマは常々観光!併がよからピスケットなどの{況を投げ与えているため， !Wgの上部に人の
!bSぞ見るだけでその下に苦手がる習性がある。試料&吊した磁後はすべての下lこijfがり，その後し
ばらくは動きが激しく，その動き径数致的にとらえるのは識だl鶏離である。

出才のグループは何 ζも興味在京す上，観客の出入りが多く，柴品の匂いへの反応の設は明

らかでなかった。しかし， α-pinene， スギ樹液で処閉した主主況を?与-えると，雌の77が好んで食
べ，食べた後，謡(をi也iIiiにこすりつけ， Iコから泡ぞふくなどJJiU済している様子が観察された。

1"'-'2才のグループの時間経過による反応の変化の観察側母袋一 8にがした。誠料を吊し

後はすべての下に採まってくるが 3分後にはハチミツの下lこ多く鋒まった。ここではま誌の方が

H 

6 のぼりベつクマ牧場における終r'iIl類へのクマ

の反応(1981年11月)

'rable. 6. Example oJ' observa七ionOll l'caetion 

to som母 matters by bleeded beal's 

(Nov.1981， in Noboribetsu Park) 

P-Iωm P 

すべての縞料の下 lζ 集まる

3 殻も多い

S 

5 大部分 ζの下 lζ 集まる : 平古 2頭

10 絡が絡まる

15 大部分ζの1ずに然まる
00 2 ~ 3 顕 2 綴 4 獄

25 3l1J.((♀:  5 iiJt(♀〕多し

双:ハチミッ Pα、pincne，
P十m:α-pinene十cthanol，
.8 :スギ樹液 c 也ontrol

数頭♀多し

C 

多かった。その後次第に Contr叫以外の別に移り，開始後20分絞っと，スギ1指紋， α-pincl1eと
ethal101組合液の下に容り，その多くがi時であった c浮浪;-6)。はじめにハチミツの下に集ま
った僻れ~r.14fiが多かったのは力関係によるものと思われる。

試料の位慨やj駒!予を変えでも約!様の{頃向がみられた。

次に 1 才の1草地名 1 到が入っている織の!ゃに， α-pil1ene やスギ樹液 lJ?含むスポン ~1é入れた

ところ， iif:.はほとんど縦関心であったのに対し，雌は好んで食べた後，強い反応をおした。
3才以上のクツレープは年令 (3"'-'17才)や体策の諜が大きく，力関係による行動が先行し，あ
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まり!珂らかな反応の設はみられなかった。

また滋避剤といわれる前記 2?l;~1引をピスケットに塗って 1""'"'2 才 3 才以上の鮮の中に投入

したところ，いずれも砥ちに食べてしまい，思iJlV支16は全くみられなかった。

(3) 般車クマ牧場における実験

岐阜縄県宮城郡上宝村にあるクマ牧場はツキノワグマを多く館予ぎしているi総ーのものと思われる 0

3才 4才 5才の 3つの枠の吟tIζ3才25頭 4才12頭 5才60訟が放牧され 5才の放牧;fi!IY

lま最も大きく約600rriほどある。また，笠i才 1才 2才の仔はそれぞれ雌却12'""-'3顎ずつ鉄製

慌の中で飼われている。

反応災級は1981年7月に行ない， のぼりべつの;場合と間様， ハチミツ a-pinene， α-pinene 

と日thanol，スぞ樹液をスポンジに段り，周監の上から陥した。常に観光客が見物する ~lUではす

べてのスポンジの下lζ鮮がり，与えた諜品より， E1頃兇物人から簡をもらう明性が強く出て，

は切らかでなく，また 3才 4才の1やはilli樹が狭いため，諜品による2空母明らかにすることがで
きなかった。しかし見物する所と皮対側では，数頭が反応~ヨミめして近ずき，そのうちの 2閣が

スポンジ令撤去するまで a-pineneとスギ樹液の下母校後しながら行動していた 8， 

9 )。

織に入っている 2才以下の仔グマに議の入った主主夫を与えると，どの離の場合も雄はあまり

食べず，反応も i沼らかでないのは対し， sljEは明らかに強い反応在京し，言らに幼いものほど強く

反応した。 またビグマの;場合?と開様， t廷食後日から砲を出したり， Siß~地i請に ζすりつけるなど

の動作を行なった。

シク口ヘキシミド， ピリジン，クマの)]日ぞ食ノfン(クマ牧場で餌として与えているもの)に強

布し，投入したが，すべてまたたく胞に食べてしまい，恐避効果は全くみられなかった。しかし

クマ牧場はいす£ ζ も給食の一部ぞ(とくに|校卒クマ牧場で、は相当の割合的観光絡の与える餌に

たよっているため，人間が投げ与えるものはすべて餌として食べる習性があり，このような状況

では思避効果の判断は不適当であろう。

スギ丸太;こ対する反応をみるため，直後10Cls，長さ 1mのスギと広諜樹(このi場合ワョウブぞ

jむいた)の丸太ぞ 5才以上の枠の中に上から吊り下げた。両方ともクマが銭まって， '臨皮を剥ぎ

}支を持ち歩いてかじり， !去の剥がれた丸太舎もかじった。!忠良一10，11のように，広梨樹は樹皮

が残る1'111交であるが，スギ丸太は完全にj支を斜札辺材活1¥までもかじっている。

111主単クマ牧場ではまだ倒体撤加が十分できていないため，犠の巾のもの以外は，乙れまでの観

察で民主将tの判別はできなかった。

さらに ~I クマ牧場の 4 才・ 5 才以上の静にはそれぞれにヒマラヤグマの雌椛が入っていて，そ

れらはニホンツキノワグマより大きく，力も強く，試料を入れるとヒマラヤグマが先に占有し，

ここでも力関係が先行し災験の文i僚となった。

2， IlIJむにおける野!:tグマのJ5l.J.む

1980年5月，前記のような誠誌入 1) 天を板の間に封じたものを，名誠錯5僻ずつ，京都大学

j営住誠習林に隣接し，近年クマハギが多発している治林地内の上部が天然林氏接した所に吊した

結県 1;I鹿間後，さらに 1 経過した後も野住グマによる反応ぞみることができなかった。

~ t，ニ， 1981年，6月，前記の林分と異なる地域で，数年来クマハギが発生している天然林におい

て，薬品類守合んだスポンジを誠諜ピンに入れ，各 5{間~谷m;， 中j控，尾根筋の 3 ケ所 lこ分けて

林内!こJ刊してみたが この;場合も皮応はなかった。
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V.総指

クマハギは-I1[iの地方では放i設できない森林の被鴇であって，被帯地においては森林与を経営，

育成する上でその防徐は澄袈な問題である。

クマハギの成問に生掛j支は関係ないと述べたが，これはある…定の鰭皮号越えての判断であ

る。概めて低い密!廷では被擦が少ないのは勿論で，中間地方に現在クマハギがみられないのは，

l斡好物質の欠如によるものではなく，主民感密度がとくに低いことが服1認であろう。反対に住，忠精

度がある上限を越えて商くなれば*悶地方では被擦は増加す崎るものと思われる。

三三議!fiJ:は県単位では生成街j交が低いが，局所的lζ，fylJえば大台ケ胤111系で、は中日当く，それが

クマハギが多発する駅間と考えられる。狩猟統計を地域f加とより正椛なものにして，より縦突な

強滋数の推定が盟まれ，[j::J，蕊掛j交と被幣の相!共iを検討し，野生のツキノワグマの機度管閣の方策

を立てる必袈があろう。

クマハギぞ誘発する援問の一つは樹皮中の精油、獄で， とくには0・pinene;散が強く影響してい

るζとは離かであろう。犬揺らはノネズミによる災級で， 1，~W成成分の法的な関係より，質的な諜

がIf脅好奇岩右すると述べているが，飼育グマによる一連の実験で， α-pinene単体よりはスギ樹

液への反応が切らかに強いことが観楽されたo Cいpinene単体のみでなく，スギ樹液l乙含まれる

何らかの他の物紫との相乗的な効果によって，クマの11詩女子性が高まるのではないかと強制してい

る。また，品111翠や樹臆によって噛好lζ魚の効果をよf:ずる物のお布も挑定会れ，いろいろな剣諜

樹について分析ぞ行危う必援があろう。

今践の観察では餌予まされている群のすべてが反応令示すのではら:く， IJ日述のように焔よりはJll誌

の方が α-pineneや樹液に対す引!設好性が強く，令の万が強い反応告示示す{刻印がみられ，野生

グマの場合も同撲の傾向があるだろうと撤測することも可純である。

遊林地の被寄ら長期間みていると，被詩地が年によって変動し，おらに数百ヘクタールもの森

林が一律に被援金うけるのではなく，ある程j立!浪られた艇の1=1:11こ発生している。それはとくに

クマハギを行なう年令や{肉体があるのではないかという抑制部もできる。

本報告で観察されたクマの反;;t，;はあくまで鎚育状腺(とくに人間とj議1M!の強い観光クマ闘とし

ての飼育)における結果であり，これぞi当然にTI妥結させる ζとは危険かも知れなし、。しかし，対

象がクマであり，自然に近い状態で簡単に5経験・観擦を行なうことは不可能で，今後より自然に
近い状態においての観察が行なわれなければならず，そのための…つのステップとなるものと

える。
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Resume 

I. r1'he existing' status of J apanese Black Bear Damage 

'l'he appea1'ancc oI black b邑a1' dall1品ge(peeling oI bar k froll1 a t1'ee by乱 blackbeal') is 

different among th也 trec species and the l'egions. Bむ乱1・dam乱geis observed most1y on the 

stem of J apanes♀ Cedar ancl Japaness Cypress. rrhe c1amage on bl'oad-leavecl tl'ees is 1ess 

th乱nthat on coniferous trees. 

Usually， regions observed mostly black bcar clal11乱geare part of nOl'thwest in Shizuoka 
Pl・ef.，South -east oI Nag乱nopr色f.， Cel1tral pal't oI GiIu pref.， NOl'th-east of Kyoto pl'ef. 

and Kii Moul1tainous clistrict. It is ral'ely that th巴barkp芭eleclc1al11age is observed at the 

IOl'ests of Yamaga ta Pref¥， Niigata preI. and Hiroshill1a PI・ef..
II. The al110unt oI α-pinene containec1 in the bark oI ，Jitp乱口己se Cec1ar in SOl11e l'記gions

Recently， the1'c were several reports that monoterpenc， especialyα-pincnc in thc plants 
havc an effcct on thc behavior・oI!inIl11als.ム-pinenein thc bal'k oI Jap乱ncscCeclar was 

analy加dby G乱ss-chrol11atogl'aphy. 

The乱mouぉtoI a・.pinenein the Cedar planted in c1al11agec1 regions was 1l10re than 

that in non-damaged l'egions. It seel11ed that the bears were susccptivle toα-pinene 

in the bark oI Cedal'. 

III. Bio-assay on the susceptibility oI the bcars to α幽pin合目巴
'1'ho sus日eptibilityof the bears toα-pil1ene was tcsted in Kyoto zoological garden anc1 

two bear parks (Noboribetsu anc1 Gifu) in usingα-pinene，α-pil1e設ec1isolvec1 in ethano1， 
honey， sap 01 Ced品川 cyclohexymic1e， pyric1il1e and Iat oI bears. 
These matters wcre fixed in vegetable gclatine 01' appliec1 to urethan♀ spong， biscuits 
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alld breads. Ancl those gelatine， spol1ge and 80 011 were hang'ecl 011 the wall of the bea1'-
bl'eecling far・m01' W♀1'C throWll as fooc1 to bears. 
This assay show吋 thatth邑 youngel'S hal'clel' reactccl， but they clicln't show l'eactioll tい
1'epe11en. 

Females showecl hal'der reaction than mal己stoα-pinene乱nclthe sap of Ceclal'. 

!与災一1 スギのクマハギ(芦f生演

習林)

Photo.-1 Beal' dam乱ge(J apancse 
cedal' in Ashu， Kyoto 
1'1・ef.)

写真一2 ス;!C'のクマハギ(熊生i1in1f1林)
Photo，-2 Detail of tooth marks left by black 

beal' 
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!弓tt… 8 巡林地内のクマハ:{:Iζよか i'llj死したスギ '1，ft~--4 クマハギ被'白木の!却fj(ij(ヒノキ) (/rslWdW~ 

(思い{問{本) (J町役ちな1切林) 大Jl:)1I)

Photo.-3 Dcau tl'CCS ill al'til'icial cec1al' st乱l1d Photo.-4 Scctiol1 01' damaged cypl'CSS (Shizuoka 

(show by black tl'ccs) Pl'cI.) 

!与t~-5 クマハギの多発する造林地(静i郎日大~I')II 写J~J;… G のぼりベつクマ牧場における反応テスト
流 (/i'Uうハチミッ，手前スギ務総)

Photo.-5 FOl'cst of uamaged l'也gion(UppCl' 01' Ohi 1'hoto.-6 Reaction tcst in Noboribetsu Bear 1'llrk 
l'CVCl'， Shizuoka 1'ref.) (this side:-honcy， othel' -ceclar sap) 

~J:;tミー 7 のぼりべつクマ牧場における反応テスト 符良一 8 I岐阜クマ牧場における反応テスト (京)ス
Photo.-7 Reaction test (ill Noboribctsu BC!\I・ギ't~'j波. (布)ιトpil1cnc

Pal'k) Photo.-8 Reactiol1 tcst (ill Gifu Bear Pal'k) 

10ft“ Ccdar sap. right -a-pincnc 
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'ザs:f:-9 岐阜クマ牧場における反応テスト (!ぷ)ス 勾以-10 丸太による反応テスト(岐阜クマ牧場)
ギ樹液. (有)日中il1cnc Photo.-10 lieactioll tcst by the log of ccdal' (in 

Photo.-g Heactiol1 test (in Gifu sear Pm・k) Gifu seal' Pal'k) 

10ft -cedar・sap，right-ιトpincnc

TJ:災…11 ク?にかじられた状態向うリヨウブ，手 写真…12 終"治会合む;忠夫令入れた絞IliJ也テスト(]野
liiJスギ ヨ:泌習林)

Photo.-11 Gnow巴dlogs by beal's， this side -Japal1csc Photo山 .12'l'est in for日stby vegetablc gclati日告
cedal'， othcl' -bl'oadlcavcd tl'日 with日…pincnc01' othcrs 

写真…13 議lyi令含むースポンジ令入れた議U ，~ñ!1 ピン
Photo.-13 'l'cst in forcst by pots contain spong<' 

with目的pincnc01' othcl's 




